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朝夕の冷え込みがぐっと厳しくなりましたが、皆さまご体調はいかがでしょうか。 

急患センターではインフルエンザのお子さんが増え、外来や病棟でも、大学病院らしく多様

な疾患のお子さんが受診し、徐々に忙しさが増してきています。そんな中でも、我々は、日々

元気に診療にあたっています。 

今回の小児科通信でも、小児科病棟の行事、医局員の先生方の学会参加報告などを掲載し

ています。ぜひ、ご覧になってください。 

 
～10 月・11 月の医局行事報告～ 

10 月 30 日-11 月 1 日  

第 58 回日本小児内分泌学会学術集会（グランドニッコー東京ベイ舞浜） 

 

大濱尚先生、桑村真美先生、齋藤玲子先生が発表されました。 

発表のご褒美に、東京ディズニーシーを楽しまれたようです。 

 
学会後のディズニーシー

の夜景！！最高ですね！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 19-21 日 第 67 回日本小児血液・がん学会学術集会（福岡国際会議場） 

 

宮地秀途先生、宮本智成先生、水城和義先生、浅井完先生、齋藤祐介先生、深野教授が発表され

ました。深野教授は、賞も受賞されました。懇親会や飲み会も開催され、小児血液・がん診療を

行っている先生方とたくさん交流をしてきました！病棟を守ってくれていた先生方、ありがとう

ございます。 

 

 

 

 

浅井先生 

宮本先生 

宮地先生 

水城先生 

深野先生、 

おめでとうございます！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月  学位取得報告会（桑村先生） 

12 月  令和 7 年のまとめ 

12 月  感染・免疫グループのクリニカル・カンファレンス  

 

～11 月 12 月の医局内イベント～ 

～12 月開催予定の学会～ 

12 月 13 日 第 531 回日本小児科学会福岡地方会例会（九州大学医学部百年講堂） 

  〇佐藤峰輝先生  〇藤本菜生先生  

 

～小児科病棟でのイベント～ 

10 月 ギラヴァンツ北九州の選手訪問      

 

    

 

学生さんの中には、小児科通信を読んで学会 

参加してくれた方もいらっしゃいます！興味の

ある方は、ご連絡をお待ちしております★ 

学会によっては学生参加枠もありますので、興味のある

学生さんはお声かけ下さい★ 

～論文掲載情報～ 

１． Yamaguchi S, Kawamura M, Shirayama R, Hoshina T Development of Successive 

Thrombophlebitis and Takayasu Arteritis Associated With Crohn Disease in a Pediatric 

Patient: A Case Report. J Rheumatol. 

 

ユニホーム着

て、思いっきり

キック！！ 



 

 

 

「学会参加のすゝめ」 

 

医師 7 年目、小児科 5 年目の大濱 尚です。今回、久しぶりに小児科通信を書くことになって、と

てもテーマに悩みましたが、最近の楽しかったことについて書こうと思います。意外かもしれませ

んが、それは“学会”です。 

毎年秋は学会シーズンで、全国各地でそれぞれのグループの学会が開催されます。私も毎年、何ら

かの学会で演者として参加しますが、今年は初めて小児内分泌学会に参加しました。会場はディズ

ニーのオフィシャルホテルで、ディズニーシーの新エリア、ファンタジースプリングスが窓から垣

間見え、高層階からは遠くに富士山が見える絶景でした。 

恥ずかしながらこれまで学会は、発表準備で燃え尽きてしまい、学会本番は自分の発表までは発表

のことで頭がいっぱいで、発表が終わったら打ち上げのことで頭がいっぱいで、オンデマンドもあ

るからと、現地参加が疎かになっていました。とても勿体ないことをしていたなと思います。やは

り現地参加だと質問ができたり、セミナーに参加したり、有名な先生の生身のお話を聞くと刺激と

なり、日常診療にも大変やる気が出ました。 

もちろん学会の参加だけではなく、前後はディズニーで全力で遊び、発表後の打ち上げも楽しみま

した。学生さんや、現在研修医をされている先生も、ぜひ興味のある分野の学会に積極的に参加し

て、遊びも勉強も満喫してほしいなと思います。 

 

最後に現在所属する内分泌グループの紹介です。内分泌の疾患は、糖尿病から甲状腺、副腎、骨系

統疾患、代謝疾患など幅広く、私も絶賛勉強中ですが、専門としてずっと深めていくことができ、

大変魅力のある分野だと感じます。 

患者さんの一生に関わる疾患も多く、やりがいがあります。ホルモン補充をしないと命をつなげな

い子が、補充することで通常通りの生活を送れるようになります。生まれた時から関わっている子

が、成長していくさまを見守ることができるのは、嬉しいものです。少しでも興味があれば、一緒

に楽しく勉強しましょう！ 

 

 

 

 

～医局員からのメッセージ～ 

小児科通信に関してご意見や感想があれば守田（h-rita@med.uoeh-u.ac.jp）までご連絡ください。 

～次号もお楽しみに～ 


